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　 また、これからは私たち２年生も発表する立場になるので、先輩の発表の良かったところを見習って、先輩のような
発表ができるようにしたいです。	

他の学校の発表も聞いている中で、発表の方法や研究の着眼点など、とても参考になることがありました。他の学校
の良かった点は、積極的に自分たちの研究にも取り入れていこうと思います。	

今回の総合文化祭は、いい刺激となりました。これからは今回の経験を良い方向に生かして、より充実した研究にし
ていきたいと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（科学部　２年　原田　宏哉）	


　 ８月３日 (日 )にイオンモール三川で行われた科学体験教室
に、サイエンス化学ゼミの生徒５名が参加して、約２００名の
子供たちにスライム作りを伝授しました。途切れなく列を作る
子供たちに大忙しの一日でした。	

また、９月２０(土)～２１日(日)には同ゼミの生徒１１名が、
米沢市で行われた日本化学会東北大会で研究内容を学会発表し
てきました。４００以上のポスター発表がある中、周りに人の
輪ができて、７０部準備した資料が足りなくなるなど大盛況で
した。大学の先生や大学院生からの鋭い質問にもしっかりと答
えることができました。サイエンス化学ゼミではこれからも子
供たちへの科学の啓蒙や研究内容の発表を続けていきます。	
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2014夏の活動報告

　サイエンス化学ゼミ活動報告	

7/28全国高等学校総合文化祭　自然科学部門	
　私たち科学部は、７月２８日から３０日まで、茨城県つくば市で行わ
れた、全国高等学校総合文化祭自然科学部門に参加して、研究発表をし
てきました。	

科学部では山形大学の加来伸夫教授のご指導とご協力をいただきながら
研究に取り組んでおり、今年度で４年目に入りました。	

　 今年度は、過去三年間とは異なり、化学部門での出品となりました。部
門が異なりましたが、これまでの年と同じように１年間の研究の成果をし
っかりと発表できたと思います。これからは、質疑応答などで明らかにな
った研究の問題点を受け止めて、自分たちの研究に生かしていきます。

山 形 県 立 鶴 岡 南 高 等 学 校
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　鶴岡メタボロームキャンパスで行われた、高校生バイオサミッ
トで３年の伊藤光平君が環境大臣賞を受賞しました。


　同時期に行われた、SSH全国発表会にも参加しポスター発表
をしました。TNPで活動している生徒も２つの全国規模の大会
に参加しました。

環境大臣賞受賞	

8月　高校生バイオサミットin鶴岡　SSH生徒全国発表会
高校生バイオサミット in 鶴岡	

　↑平成２６年８月６日付　荘内日報

発表用ポスター


『アトピーの海水治療の

　　　　　　　　科学的根拠の解明』

平 成 ２ ６ 年 度 　 夏 の S S H 活 動
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　8月6日・7日と二日間横浜で行われたSSH
全国発表会に参加してきました。私は先輩
の研究を何度か代理でプレゼンテーション
するという役割でした。代理とはいえたく
さんの人の前でプレゼンをするのはとても
緊張したし、思いがけず鋭い質問が飛んで
きたときはひやりとしました。

　 他の学校の発表を見てまわると、正直、
レベルの高さにかなり驚きました。自分た
ちの研究結果から独自の公式を導き出して
いたり、海外の学校のプレゼンにおいて英
語で質疑応答に参加していたりするなど、
研究内容はもちろんのことプレゼン能力、
さらには語学力に関してまでも高いレベル
の学校が集まっているのだと感じました。

　 難しい内容も多くありましたが、様々な
視点からの研究に触れられたことは新鮮だ
ったし、とても勉強になりました。今回の
発表会で得たことを糧にできるように、こ
れからも努力していこうと思います。

　　　　　　　　　　（１年　岡部晴子）

１、２年のTNP研究生にとっても大きく経験を積める場となりました！

　 8/3~8/5に行われた第４回高校生バイオサミットin鶴岡と、8/6~8/7に横浜で行われたSSH生徒
研究発表会に参加しました。バイオサミットでは、１日目の予選において46作品中16作品の中
に入る事ができ、２日目の決勝で研究発表をすることができました。決勝では審査員の反応が
予選の時以上に良く、非常に手応えを感じる出来でした。手応えはありながらも、３日目の受
賞作品発表で環境大臣賞を頂いた時はかなり驚きました。昨年のバイオサミットでは、審査員
の厳しい指摘に返答できず決勝に進めずに、かなり悔しい思いをしました。そのため今年は毎
日研究所に通い実験をし、さらにポスターやプレゼン練習にも多くの時間をかけました。結
果、バイオサミットでは環境大臣賞という素晴らしい賞を頂くことができ、努力が報われたこ
とを非常に嬉しく思っています。	

　 SSH生徒研究発表会では、多くの高校生や教授の方と研究についての意見交換ができまし
た。多岐にわたる分野の研究発表を聞くことができ非常に勉強になりました。また、同年代に
研究に必死に打ち込む仲間が数多くいるということも知ることができ良かったです。	

　	


　　　　　　　　　　　　　　　　　（3年 伊藤 光平）

バイオサミット発表ポスター


　　　　　　　　　　　２年　大戸麻矢

!
詳しい研究状況などを次ページに掲載しています。
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科学者の卵養成講座	 

　東北大学が主催して行ってきた、全国の高校生を対象とした「科学者の卵養成講座」が今年度大きく、そ
の規模を拡大して 「科学者の卵養成講座（飛翔型）」 としてスタートしています。本校からも、自己推薦枠
で書類審査を通過した２名の生徒が参加し、既に、大学での講義等を受講しています。更に、学校推薦枠で
エントリーしている２つの研究グループは審査結果を待っています。いずれにしても、大学での最先端の講義
や留学生との交流、そして実験・体験を通じて、研究力・科学力・国際性を身に付け将来世界で活躍できる
研究者の卵を育成するための多彩なプログラムが準備されていて、成績優秀者には大学での実習・海外研修
の機会も提供されています。本校の参加者の中から世界で活躍するような研究者が一人でも多く誕生してい
くことを期待しています。

　下記は自己推薦枠での参加生徒のコメントです。

! !
今まで、２回東北大学でのプログラムに参加しました。その内容は、東北大学の先生方の講義を受けたり、英
語での研究発表を聴いたりと、高校生ではなかなかできない貴重な体験をすることができてとても楽しく参加し
ています。先生方だけでなく、参加している他の高校の参加者の意欲や関心、語学力などのレベルが高く常に良い
刺激をもらっています。今後のプログラムにも積極的な姿勢で参加し、様々な事を肌で感じ学んでいきたいと考え
ています。（２年　金内友里恵） 

　 ＴＮＰとは慶応義塾大学先端生命科学研究所の特別研究生となり、高校生の段階から科学の研究を行うプロジェク
トです。今年度は３名の生徒が活動しています。先端研の最先端の研究機材を使った実験や、現役の研究者からのアド
バイスを受けながら、自分でたてた課題の解決に取り組んでいます。またバイオサミットなどの科学コンテストに参
加することで、研究を発表する機会にも触れることができます。また、こうした研究や発表の経験を生かし、５名の
卒業生が慶応義塾大学に入学し研究を続けています。 

TNP研究生　大戸麻矢（２年） 

　 私は、アカハライモリの四肢再生の速度はどうしたら速くなるのかを知
ることを最終目的として研究しています。今はアカハライモリの再生速度
が乳酸菌によって速くなるのかを調べるために、アカハライモリの腸内に
いるビヒズス菌の種類を同定する実験と、ヨーグルトをイモリの飼育水に
混ぜて再生の速度をみる実験をしています。自分でどういう実験をどんな
流れでしたら良いかを考えたり、論文を探して読んだりすることは大変で
すが、自分の知りたいことを研究することは楽しいです。研究させていた
だける環境に感謝しながら、来年のバイオサミットで賞をとれるようにこ
れからも努力を続けていきたいと思います。

!
　 
科学者の卵のプログラムは、「講義を受ける」という形態をとっていながらも、その本質はやはり受講者の自主
性によって成り立っています。以前参加した講義では、毎回講義後にレポートを作成することになっており、与
えられたテーマに対して受講した内容から自分なりの意見や更なる問題点の指摘や、反論等をまとめる形式でし
た。講義で扱われるテーマは研究の最中であることが多く、レポートを作成することによって研究に少しだけ関
わっているような気持ちになります。結論が既に出ているような内容に関しても答え方は多種多様で、科学的な
思考と手順に基づいて結論に到達しなければならず、科学者の疑似体験をさせていただいている感覚でした。今
後のプログラムにも常に自分の考えを持って意欲的に参加していきたいと思っています。（２年　長谷川慶武）

T N P （ 鶴 岡 発 ノ ー ベ ル 賞 級 博 士 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト ）
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